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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

 本研 究 の 目 的は 、 小 学 校外 国 語 （ 英語 ） 教 育 とダ ン ス を 掛け 合 わ せ 、児 童 が 自 己を 表 現 す る楽 し

さ や喜 び を 感 じ、 仲 間 と のコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を豊 か に で きる よ う な 授業 実 践 を 行い 、 こ れ を日 本

の 小学 校 外 国 語教 育 に 還 元す る こ と であ る 。 本 研究 で は 、 長年 研 究 調 査に ご 協 力 いた だ い て いる 公

立 小学 校 に お いて 、 2024 年 12 月に 英 語 と ダ ン ス を掛 け 合 わ せた 教 科 横 断的 授 業 実 践を 行 っ た 。  

本 研究 の 結 果 、易 し い 英 語と 簡 単 な ダン ス を 掛 け合 わ せ た 教科 横 断 的 な授 業 実 践 の中 で 、 1) 簡単

な 英語 や 、 必 要に 応 じ て 簡単 な 日 本 語で の 「 言 語的 支 援 」 の重 要 性 、 2) 絵 や ビ デ オ、 ジ ェ ス チャ

ー 、デ モ ン ス トレ ー シ ョ ン等 の 視 覚 補助 や 、 3) 指示 さ れ た 動作 に 関 連 した 音 楽 等 によ る 聴 覚 補助 の

「 非言 語 的 支 援」 の 重 要 性を 児 童 の 反応 を 通 し て知 る こ と がで き 、 子 ども た ち が あら ゆ る 情 報を 手

掛 かり に し な がら 自 身 の 理解 を 深 め 、仲 間 と と もに 活 動 に 取り 組 ん で いる こ と が 分か っ た 。  

 また 、 上 記 の支 援 を 行 いな が ら 、 曲の 速 度 を 緩め 実 際 に やっ て み な がら 丁 寧 に 振り や 歌 を 確認 す

る こと で 、 子 ども た ち の 情意 フ ィ ル ター を 低 い 状態 に す る こと が で き る可 能 性 が 高く 、「 安 全 で信 頼

さ れた 」 環 境 の中 で 安 心 して 活 動 で きる こ と が 、充 実 し た 言語 学 習 に 繋が る と 考 えら れ る （ Walqui 

and van Lier, 2010, p. 35, 筆者 訳 ）。今 後 は 、 録画 し た ビ デオ を 更 に 分析 し 、 児 童の 発 話 や 、教

師 －児 童 お よ び児 童 － 児 童の イ ン タ ラク シ ョ ン 、そ し て 児 童の 動 作 や 反応 に 関 す るマ ル チ モ ダリ テ

ィ （言 語 以 外 のモ ー ド ） につ い て も 分析 を 深 め たい と 考 え る。  

最 後に 、 今 回 の授 業 実 践 には 、 特 別 支援 学 級 の 児童 た ち も 参加 を し 、 特に デ ジ タ ル教 材 （ モ ニタ

ー に表 示 さ れ た絵 、 写 真 、映 像 等 の 視覚 補 助 ） に興 味 を 持 って 参 加 し てい る 様 子 が見 ら れ た 為、 今

後 、様 々 な バ ック グ ラ ウ ンド や 特 性 を持 つ 児 童 たち が と も に楽 し む こ とが で き る 外国 語 活 動 およ び

外 国語 科 の 授 業に つ い て 更に 探 究 す るこ と が で きれ ば と 考 える 。  

 本研 究 の 調 査を も と に 、よ り 効 果 的な 教 育 実 践お よ び 教 師教 育 に 関 する 提 案 を し、 小 学 校 にお け

る 外国 語 教 育 に貢 献 し た いと 考 え る ため 、 学 会 （ 2025 KOTESOL International Conference,2025 年

5 月 ,ソ ウル ） に て 1 本 の 研究 発 表 を 行い 、 1 本 の 学術 論 文 を 投稿 予 定 で ある 。 ま た 、 2025 年 3 月 に

東 京学 芸 大 学 で行 わ れ た 現職 教 員 研 修に て 、 本 研究 の 調 査 結果 報 告 お よび 活 動 事 例紹 介 を 行 った 。  
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